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多くの植物は，緑色の部分で光合成を行い，成長に必要な養分をつくっています。しかし植

物のなかには，他の植物から養分や水分を横取りして生育する，寄生植物とよばれるものも存

在します。さらに，寄生植物のなかには，他の植物から養分などを横取りしつつも，同時に光

合成により養分をつくる半寄生をおこなう植物もいます。今回の自然だよりでは，博物館周辺

で観察できる半寄生植物の「ヤドリギ」を紹介します。

■ 博物館周辺で観察できる「ヤドリギ」

城山自然遊歩道の入口近くには，探勝園と

いう公園があります。この探勝園は，島津藩

主である島津重豪氏の庭園として知られてお

り，さまざまな植物が植えられています。こ

こで，２種のヤドリギを観ることができます。

１種目は，ヒノキバヤドリギで，ヤブツバ

キやヒサカキなどの常緑樹に寄生し，ヒノキ

の葉のような形状になるのが特徴です。探勝

園では，ヤブツバキの枝から出ている様子を

観察することができます。

２種目は，オオバヤドリギで，カシやタブ

ノキなどの常緑樹に寄生することがほとんど

ですが，まれに落葉樹に寄生することが知ら

れています。探勝園では，ソメイヨシノやイ

ロハモミジなどの落葉樹に寄生する本種を観

察することができます。

■ ヒノキバヤドリギの種子と散布

ヒ ノ キ バ ヤ ド

リ ギ の 種 子 は ，

寄 生 し た 植 物 の

樹 上 で 成 長 し ，

や が て 果 実 を つ

け ま す 。 果 実 は

熟 す と 弾 け ， 中

にあ る種 子は一

定範 囲に 散布さ

れます。種子は，粘着物質におおわれており，

ほかの枝などに効率よく付着することで，寄

生することができます。探勝園では，ヒノキ

バヤドリギが限られた範囲に，多数寄生して

いる様子が確認できます。これは，この植物

の種子散布の特徴を反映したものだと考えら

れます。

■ ヒノキバヤドリギの寄生のようす

ヤブツバキの枝に寄生しているヒノキバヤ

ドリギの結合部分の横断面をつくり，観察し

ました。(写真４ )
写真のように，ヒノキバヤドリギの一部が，

枝の周囲を囲むように入り込んでいました。

これは，ヒノキバヤドリギの根にあたる部分

が，ヤブツバキの維管束に入り込んでいるた

め で あ る と 考 え

ら れ ま す 。 こ れ

に よ り ， 養 分 な

ど を 横 取 り し て

いるのです。

様 々 な 特 徴 を

も ち ， た く ま し

く 生 育 す る 「 ヤ

ド リ ギ 」 を 博 物

館 周 辺 で 探 し て

みませんか。

写真３ ヒノキバヤドリギの果実

写真４ ヤブツバキとヒノキバ

ヤドリギの結合部分の横断面


